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Kalika-puranaに み られ るサ テ ィー伝説

前 田 知 郷

1.問 題 の所在 サ テ ィー は シヴ ァの妃,ダ クシ ャ1)の 娘 として知 られ,後 にシ

ヴァの2番 目の妃 パール ヴァティー として生 まれ変わ る.ダ クシ ャの催 す犠牲祭

にサ ティー とシヴ ァは招かれず,そ の ことにサ ティー は嘆 き悲 しみ,ヨ ーガ の力

に よって 自 らの体 内に火を生 じ死 ぬ とも,あ るい は自 ら祭火 の中に身を投 げ死 ぬ

ともいわれ る.シ ヴ ァはサテ ィー の亡骸 を肩 にかつ ぎ国 中を歩 き回 り死 の ダンス

を踊 り続 ける.そ れ を見 た神々 は世界 の破滅 を恐れ,ヴ ィシュヌはサテ ィーの亡

骸 を切 り刻む.そ の破 片 は各 地 に散 らば り,そ の落 ちた場所 はSakta-pitha(女 神

の霊場)と 呼ばれ,そ こか ら多 くの女神 が誕 生す る.こ の伝承 はSakta-pithaの 起

源 を説 明す る重要 な神話 であ る とともに,ヒ ン ドゥー社会 におけ る未亡人 の 自殺

行為 の慣 習 とも関連 づ け られた神話 で もある.「 サ ティー｣と は貞淑 な女性 を意

味 してい る.夫 へ の献 身を示すため,亡 くなった夫 の遺体 を焼 く薪 の上 で夫 とと

もに生 きなが ら焼 かれ死 んでい く女性 の ことをサテ`_と も呼ぶ.ヴ ェーダ時代

にすで にサ ティーの慣 習は存在 したが,そ の慣 習は夫 を失 った妻が火葬 の薪の上

にのぼ り,夫 の遺体 のそばに横 たわ る とい う死 の模倣 にす ぎなか った ともいわれ

る.

サ ティーの記述 はAtharva-veda(18.3.1.)2題 に み られ るが,そ れ は女神 サ テ ィーの

ことで はな く慣習 としてのサテ ィーにつ いての もので ある.ヴ ェーダ期 に は,シ

ヴ ァの姉妹 あるいは妻 に関す る記述 は多数存在 す るが,そ れ らがサ テ ィーやパー

ル ヴァティー と結 び付 けられ る ことはほ とん どなか った3).サ テ ィー の詳細 が語

られ始 めるのは2大 叙事詩 とプラー ナ時代 においてで ある.女 神崇拝 の源 流 とも

いえ るサ ティーが,シ ャ クテ ィ崇拝 の普及 を 目的 として編纂 されたKalika-purana

(KP)の 中 で どの よ うに語 られ てい るの か,本 稿 で は特 にサ テ ィーの誕 生 とサ

テ ィーの死 とい う2点 について考察 す る.

2.Kalika-puranaに つ い て KPはKali-puranaと も 呼 ばれ4),18ウ パ ・プ ラー ナ5)

の1つ で あ り,iSakta-pithaを 伝 え るプラー ナ文献 として知 られ る.初 期 のKPは
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お よそ7世 紀 に編纂 され,こ の時期の もの はシャクテ ィへの賛美 と崇拝 ,そ して

シヴ ァへの賛美 を普及 させ ることが 目的で あ り,密 教 的要 素 は盛 り込 まれ ていな

か った6).現 存 す るKPは,密 教的要素を多分に盛 り込み,シ ャクテ ィ崇拝 ,特 に

カー リー崇拝 を普及 させ ることまたカー リーの偉業 を伝 えるこ とを目的 として10

世 紀 あ るい は11世 紀 に編纂 され る1).KPは 膨 大 な プラーナ文献 の中で重要 な位

置 を 占め8),他 の 多 くの文献9)か ら影響 を受 けて い る.KPで は 第8章 か ら第18

章 までがサテ ィー に関連 した章で ある.

3.サ テ ィ―の誕生KPで 最 も特徴 的 な ことはダクシャがカー リーを崇拝 し,そ

のカー リーがダ クシャの娘 として生 まれ る とい うことであ る.カ ー リー は血 を好

み戦闘 的で,破 壊 や殺戮 そ して死 との関 わ りを もつ恐 ろ しい女神 で あ る.KPで

の カ ー リーは,黒 色の肌で ライオ ンの上 に座 り,ふ くよかな胸,愛 らしい顔,赤

い両 目,美 しい髪 を もち,腕 は4本 あ り,1本 目 には青 い睡 蓮(utpala),2本 目

には剣 を持 ち,残 りの2本 でvarada(恩 恵 を与 え る)とabhayada10)(安 心 を与 え

る)の ポーズを と り(8.9-11.),優 し く穏 やかな様相 を呈 してい る.し か しそこに

は黒い肌の色,赤 い 目,剣 な どによってカー リーの血や恐 ろしさを表現 してい る.

また,カ ー リーはダ クシャの娘 として生 まれ,シ ヴァの妃 にな るこ とを約束す る

が,ダ クシャがカー リーへ の献身 を怠 れば,人 間 としての身体 を放 棄す る と告 げ

る(8.32-34.題.こ の約束 は,カ ー リーへ の献 身 を促 す 目的 に加 え,カ ー リーの イ

メー ジで あ る死(破 壊 題 との関連性 を示 唆 してい るよ うに思 われ る.従 来の伝承

で はダクシャのシヴ ァ とサ ティーへの冷 たい仕打 ちに嘆 き,サ テ ィー は自ら命 を

絶つ.こ の彼 女 を死へ と至 らしめる理 由をKPは さ らに加 え るのであ る.つ ま り,

サ テ ィーの死 に二 重の意味 を付す るのであ る.ダ クシャはカー リー に対す る献身

的な態度 を約束 す るが,こ の約束 を違 え るⅣ とは娘 を失 うことと直結 して しま う

ので ある.サ テ ィーの誕生 に際 して,カ ー リーの戦闘的性格 を暗示 しつつ も彼女

の偉大 さ と優 美 さを描 きだ してい る.

4.サ テ ィーの死 サ ティーは ヨーガの姿勢 を とり身体のすべて の扉 を閉 めた.識

別 で きないほ どの音(sphota)を 発 し,そ れに よ り10番 目の扉 を閉 じ死へ と至 っ

た(16.48-50.).す べ ての扉 とは両 目,両 耳の穴,鼻 孔,口,肛 門,性 器を意味 し,

10番 目 の扉 とは頭蓋骨 の中にあ るとされ る穴 を意味す る.一 般的 にサ ティーは火

に焼かれ るこ とによ り死へ と至 るが,K1)で は火 とい う表現 はない.し か し,ヨ ー

ガ はタパス と関係す る.タ パス は苦行だ けでな く熱つ ま り内的な火を も意味す る.

つ ま り,ヨ ーガの姿勢 を とるこ とは火の中へ身 を投 じるこ とへ と通ず るのであ る.
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一方 で
,人 体 に存在 す る10の 孔を閉 ざす こ とによって彼女 が死 に至 るとい う描

写 はKP特 有 の もので あ る と思 われ る.ま たKPに は,デ ーヴ ィー クータ,ウ ッ

デ ィーヤーナ,カ ーマ ギ リ,ジ ャー ランダラ,プ ール ナギ リ,カ ーマルーパ とい

うSakta-pithaが 列 挙 され てい る(18.41-43.).

5.結 語 女神信仰 の台頭 に伴 い,優 美 さを もつ女神たち に加 え,恐 ろ しさをもっ

女神 たちが登場 す る.KPで は,サ テ ィーが カー リーの この世 にお ける顕現 で あ

る とす る ことに よ り,サ テ ィー のもつ優美 さとカー リーのもつ恐 ろ しさな どの互

いの性格 を巧 みに絡 ませ,優 しさだけではない両面性 をもっ女神 サテ ィー を誕生

させ る.こ うした操作 に よ り,死 後,身 体 の破 片が様 々 な女神 の霊場 として重要

な役割 を果 たす とい う従来 のサテ ィーの伝承 は,5-6世 紀 に編纂 され た と思われ

るDevimahatmyaに お いて一 気 にその存在 を知 らしめ たカー リーの地位 を,さ ら

に確 立 させ る効果 ともな りえた ので あ る.ま たサテ ィー とカー リー とい う互い に

相 反す る性格 を もつ女神 を一対 のもの とす ることは大女神デ ーヴィーへの統合 も

示唆 されてい るように思われ る.

略号および使用テキスト

KP = The Kalikapurana Vol.1-3, Shastri, B. N. (1991). Nag Publishers.

1)ダ ク シ ャ は 生 類 の 主(プ ラ ジ ャ ー パ テ ィ)と 呼 ば れ,ブ ラ フ マ ー の 息 子 で あ る.

ヴ ェ ー ダ に お い て は ダ ク シ ャ の 母 親 は ア デ ィ テ ィ とさ れ る.G.Flood,An Introduction

Hinduism,Cambridge University Press,1996,p.150.

2) Margaret & James Stutley, A Dictionary of Hinduism, London: Routledge & K. Paul, 1985, 

 p.273.
3) D. Kinsley, Hindu Goddesses - Vision of the Divine Feminine in the Hindu Religious 

  Tradition -, Delhi: Motilal Banarsidass Publishers, 1998, p.36.

4)KPはKali-puranaと も 呼 ば れ る が,Kali-puranaは 現 存 す るKalika-puranaと は 異 な る

作 品 で あ り,Kalika-puranaよ り も 早 い 時 期 に 成 立 し た も の で あ る と い う見 解 が 主 流 で

あ る.B.N.Shastri,Kali-purana,New Delhi:India Gandhi Nationa1 Centre for

the Arts,1994,PP.13-16.

3)プ ラ ー ナ は マ ハ ー ・フ.ラ ー ナ(18種)と ウ パ ・プ ラ ー ナ(18種 と そ の 他)に 分 類 さ

れ る.マ ハ ー ・ プ ラ ー ナ はVayu,Brahmanda,Visnu,Matsya,

に 替 わ る こ と も あ る.Sanatkumara,Narasimha,

Brhannaradiya,Kapila,Vamana,Bhargava,Varna,Kalika,Samba,Nahdi,Surya,Vasista,Devi-

Bhagavata,Ganesa,Hamsa,Sivarahasya,Durvasa,Parasa用 が18ウ パ ・プ ラ ー ナ で あ る.
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Manoharlal Publishers, 2001, p.l. 

6) B. B. Hansa, A Critical Study of Mahdbhagavadpurdnam, Delhi: Bharatiya Kala Prakashan, 

2004, p.123. ; K. R. V. Kooij, Worship of the Goddess According to the Kdlikd purdna, Leiden E. 

J. Brill, 1972, p.3. 

7) B. N. Shastri, 1991, p.12. ; K. R. V. Kooij, toe. cit. 

8) R. C. Hazra, The Kdlikdpurdna, Poona: ABOLI, Vol.22, part l-2, pp. l-23., 1941, pp.2-3. 

9) “Á‚É Bhagavadgitd, Kirdtdrjuniya, Bhdgavata-purdna, Visnu-purdna, Kdliddsa, Bhatti,

Magha,Bhanariな どの影 響 を受 け て い る.B.N.Shastri,(994,P.26.

10)KPで はabhayadaと な っ て お り,安 心(abhaya)を 与 え る(da)と い う意 味 で あ る.

通 常abhayaと 表 現 され る.
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According to legend, Shinran's 親鸞 mother was the daughter of Minamo-

tono Yoshiie's源 義 家legitimate son Yoshichika義 親.There is a strange

story which was created in recent times that it is possible she was born in

the extension at Tsubo-ji. It is said that Yoshichika colninitted murder and

mayhem hither and yon until subdued in January 1108 by Taira no Masamori

平 正 盛,grandfather of Taira no Kiyomori平 清 盛. If we suppose this daugh-

ter was born in 1108, since Shinran was born in 1173, her mother would have

given birth at age 65.

155. The legend of Sati in the Kalika purana 

Chisato MAEDA 

Sati is a daughter of Daksa and a wife of Siva. Daksa celebrated a festival 
of sacrifice, but did not invite Sati or Siva. Hence, she was racked with grief 

and perished by throwing herself into a fire. The gods hacked to pieces her 
dead body. The fragments of her dead body fell down everywhere. Those 

places, in which many goddesses were born, have been called Sakta-pltha. 
The legend of Sati is an important myth that explains the origin of Sakta-

pithas. Moreover the legend is related to the custom of widow suicide in 
Hindu society. 

How is Sati described in the Kalika-purana which was composed to 

spread Sakti's worship? In this paper I address two points, the birth and the 
death of Sati. 

156. The Cakravartins in the Jain Carita Literatures 

Tomoyuki YAMAHATA 

The Harisenacariu (Skt. Harisenacarita) is an example of Apabhramsa nar-

rative literature and Harisena is one of the twelve Cakravartins in the Sixty-
three Jain Great Men (Salaka/Maha-purusas). Though the Jain features of the 

cakravartin basically correspond with Buddhist ideas, there are various dif-

ferences. Particularly, the Buddhist cakravartins are the sovereign of this
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